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190人 参加 し,多 彩な催 し

山口地方部 『'85エメラル ドの祭典｣

●(写 真左)3年 連 続エメラル ト大賞を受賞

した宇部支部の｢つ るの恩かえし｣

●(右)各 行事に参加 して祭典を盛 リあけた

ケス トのケン ト･テ リカ ット兄弟

去
る5月2-4日,山 口県宇部全日

空ホテルにおいて山口地方部長の

藤竹幸雄兄弟の管理のもとに,第8回 エメ

ラル トの祭典が開催されました。

この祭典は,今 まて広島,高 松ステーキ

部か担当していたことから,山 口地方部と

しては初めての大きな行事てしたが,地 元

山口県はもとより,広 島,岡 山,四 国,遠

くは東京から多くの兄弟姉妹か参加され,

参加者数も189名 という今まての最高を記

録したすばらしい祭典となりました。

今回はケストにケント･デ リカット兄弟

をお迎えして,伝 道および結婚をテーマに

3日 間のプログラムが進められました。

祭典初 日の夜は,各 地の兄弟姉妹による

ハラエティーショーが行なわれました。松

山ワー ト部の演劇｢時 をかける少年｣や 南

国支部によるハワイアンダンス,坂 出支部

の兄弟からはオリジナルの歌,ま た,教 会

員のご家族による剣舞なとが披露されまし

た。それらの中て今年のエメラル ド大賞は,

宇部支部による劇｢つ るの恩がえし｣に 輝

きました。

翌 日の午前中は,オ リンピックならぬモ

ルモンピノク運動会か抜けるような青空の

下で行なわれ,チ ームワークを誇るニーフ

ァイチームが優勝しました。

夜は,昼 のモルモンピックとはうって変

わり,華 麗に変身した兄弟姉妹がおいしい
したつつみ

ディナーに舌 鼓を打ったあと,す はらしい

生ハントの演奏 に合わせてダンスを楽 しみ

ました。ラストダンスては,自 然に参加者

全員か手をつないてひとつの輪になるとい

う今まてにない盛りあかりを見せました。

最終日は,会 場を宇部支部に移し,最 後

のプログラムてある｢エ メラルドに手をつ

なこう｣が 行なわれました。

このプロクラムは,祭 典のテーマてある

『伝道･結 婚』に重､屯が置かれ,ケ ント･

デ リカソト兄弟,松 本副伝道部長による特

別セミナーに多くの兄弟姉妹が真剣な面持

ちで臨み,霊 的な証を得ました。

このエメラル トの祭典を陰て多くの人々

が支えてくださいました。吉岡公夫第一副

地方部長かみすから実行委員長を務められ,

地方部長会をあげてこ指導くたさり,ま た

高松のステーキ部長ていらっしゃる田染洋

一兄弟をはじめ,多 くの方々のご支援をいた

たきましたことに深く感謝申しあげます。

この3日 間を通し,兄 弟姉妹が多くの友

人を作 り,ま た力強い証を得て帰途に就く

姿を見て,私 たちスタッフも各々すはらし

い証を得ることができました。このように

成長する機会が与えられましたことに感謝

し,こ の祭典を通じて得た様々な経験をこ

れからの信仰生盾に役立てていきたいと思

います。(レポーター｢'85エ メラル ドの祭

典｣実 行委員･日 生晃克)

伝道は始まっτのる
一フィリピンバギオ伝道部が壬地一

福岡ステーキ部福岡ワード部

松元 春美

伝
道へ行こうと決めてから早くも1

年 が経ってしまいました。8月 に

は行ったこともないフィリピンで伝道して

いるかと思うと,正 直言 って少しの不安

もないわけではなく,多 くの面て｢私 には

荷が重いのてはないたろうか｣と 考えるこ

ともありました。

せっかく両親に死に物狂いて許可を得て,

ここまてこぎつけることがてきたことや,

またほかの兄弟姉妹たちもたくさんの問題
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各 地 の た よ り

実を自分 自身で刈 り取ることができ,食 べ

ることもできるのです。すべてが私自身の

ためでもあることを知っています。

神様は何 もかも私たちのために与えてく

ださいます。私たちが神様に差 しあげるこ

とができるのは,私 たち一人一人が成長し,

神様のみ前にふさわしくなることです。そ

のことを考えると,私 の伝道はもうすでに

始まっていると感 じます。

今は何の恐れもなく歩くことができます。

神様とイエス･キ リス トが生きてまします

ことを知 っているからです。これほどに強

い味方がありましょうか。私は,こ れから

も主の僕となって働きたいと思います。そ

して,こ れからの1年 半の間,私 のすべて

を主にゆだね,喜 んで伝道したいと思いま

す。私は,神 様とイエス･キ リストが確か

に生きていらっしゃることを証します。こ

の教会は地上における真の教会であること

を心から証します。(ま つもと･はるみ 日

本人として初めてフィリピンの地に召され

た。7月 にユタ艸プロボの宣教師 トレーニ

ングセンターで訓練を受け,8月 にフィリ

ピンバギオ伝道部に赴任する。看護婦とし

ての資格を持つことから,福 祉宣教師とし

ての召しも受けている)

･熱ノ

族は永遠に
族を支える土台である

日聖徒の信仰

東京北ステーキ部

浦和ワード部

上野 英信

たちは,昨 年9月30日,家 族全員

私 そろってバプテスマを受けること.

ができました。

私たちが改宗する決意をした最大の動機

は,私 を中心とする宗教的背景が,あ まり

にも複雑化していたことにあります。

亡き父は神道,亡 き義母は日蓮宗,母 は

浄土真宗を信じ,妻 と末娘の真理子のふた

りは｢エ ホバの証人｣の レッスンを受けて

いました。長女香織と長男英一郎のふたり

は懐疑的とも無関心とも受けとれる立場に

あり,私 はといえば,祖 母の影響を受け,

仏教を生活信条の基本とする生き方を通し

てきていました。この家族内部の宗教的背

景を見て,私 は｢こ れでいいのだろうか。

死後の世界,来 世では,私 の家族はどうな

るのだろうか。父や義母と会えるだろうか｣

という疑問や不安を抱いていました。

｢永遠に家族は共にありたい｣こ れが
,

私たち家族の最大の願いでした。しかし,

思いとは裏腹に,現 状における宗教的背景

からすると各々が別々の世界に散 り行き,

会う機会を失ってしまうような気がしまし

た。家族が永遠に共に暮らすには,皆 が共

通の原則のもとに生きることが必要です。

その共通の原則こそ,信 仰だと悟 りました。

私は一家の長として,こ の複雑化 した我

が家の宗教をまとめる責任があると思いま

した。

仏教の立場でしか考えることのできない

私は,無 意識の内に,仏 教的家族の統一を

考えていました。しかし,反 面,仏 教界の

争いや仏教徒 とは名ばかりの信徒 ら,形 式

化され,仏 の供養が中心となり,生 者を救

う道が閉ざされてしまったような現状の中 .

で,私 は,そ れでも仏教の世界にこそ生き

る道があると信 じ,そ して悩みました。

妻と真理子がときどきレッスンを受けた

り,教 会に行ったりするのを見て,心 の中
はんもん

で,こ れでいいのだろうかと煩悶しました。

｢釈迦の世界｣｢キ リストの世界｣に 我が家

が二分 しているのを見るのは不安でした。

しかし,そ のうちに妻と娘の行動は,私

に仏教の世界からキリストの世界に目を向

19

けさせることとなったのです。

昨年の6月 末頃,妻 から,ふ たりの外人

宣教師が我が家を訪問していることを聞き

ました。7月 中旬になって,妻 は,今 度は

私にも会って欲 しいと言ってきました。断

わっても断わっても訪問を続けるふたりの

宣教師に,根 負けしたのかも知れません。

私は妻の頼みに,一 度だけという条件をつ

けて会ってみることにしました。

その約束を伝えた日に,ふ たりの宣教師

が,私 のためにと一冊のパンフレットを残

していきました。それは,｢モ ルモン教徒に

ついて｣と いうパンフレットでした。

｢末 日聖徒 イエス･キ リス ト教会｣と い

う長々しい名前を教えてくれた妻の言葉と,

パ ンフレットの｢モ ルモン｣の 文字を不思

議そうに見ている私に,妻 は｢モ ルモン教

会｣と も言うと教えてくれました。妻の説

明に耳を傾けながら,私の目は｢モ ルモン｣

の4文 字に釘づけにされたように,そ の文

字を一字一字追っていました。

30年 前,私 が19歳 のとき,外 人キャンプ

で働く機会を得た私は,い つも片手に聖典

を持ち,声 をかけてくれるふたりの兵士と

友達になりました。そして,幾 度か教会に

も誘われ,行 ったことがありました。

ふたりの兵士が帰国の折に,私 の手に残

していってくれたのが,｢モ ルモン経｣で し

た。それは,1ペ ージすらも目を通される

ことなく,い ずこかへ消え去ってしまいま

したが,｢モ ルモン｣の4文 字だけは,し っ

かりと私の心の中に刻み込まれていました。

この4文 字によって,.あ のふたりの兵士の

ことが思い出され,私 の心がふたりの宣教

師に向けられていったことに,ま たキリス

トの世界へといざなわれていったことに,

私 は不思議な縁を感 じずにはおれません。

昨年の7月 下旬,私 たちは家族全員でふ

たりの宣教師を迎え入れました。期待する

中にも大きな不安があり,朝 からその日は

落ち着きませんでした。父や母,先 祖に対

する裏切 りにも似た感情と,新 しい世界へ

の期待と不安力咬 錯する中で,私 は動揺し,

落 ち着きを失っていました。

ふたりの若い宣教師のまじめで謙虚な態

度に,ま た親 しみのある表情を見せる心や
まな ざ

さしい眼差 しに好感を持つとともに,時 折,

それらが30年 前のあのふた りの兵士の表

情と重なってくるのでした。こうして宣教

師が自分たちの父を語 り,母 を語 り,兄 弟
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各 地 の た よ り

セブ･ス ミスの経験についても教えてくだ だ とわ か りま した 。 レ ッス ンは10日 ほ どで

ゆる

神は私を聖められ,赦 しを与えてくださ

さいました。それまでカトリックの神父や 終 わ り ま した。 いました。キリストへの真の改宗をするこ

プロテスタントの牧師などいろいろな方と 私は三浦半島の民宿に一泊し,断 食して とにより,よ り多くの祝福を家族 にもたら

話しましたが,皆 聖書からモルモンの主張 モルモン経を読みふけりました。午前3時 すことができました。私は,こ こまで育て

が正しくないことを指摘していました。そ に読み終わり,神 に尋ねました。私は心に てくださった神様の大きな愛に報いるため,

れも絶対の自信を持ってです。このご主人 とても熱いものを感じ,涙 がほおをつたい, 命 じたもうすべてのことを行ないたいと決

が教えてくださることは別でした。私は何 神が生きておられ,こ の末日聖徒イエス･ 心 しています。また,い ろいろな形で私 と

も反論することができませんでした。 キリスト教会こそ真のイエス･キ リストの 家族に愛と忍耐を示してくださった多くの

彼らの家を後にして家路に就いていると 教会であるという答えを受けました。また, 方 々に,心 から感謝しています。最後まで

きは,私 の視界をふさいでいた黒雲が割れ, この教会に入り,福 音をさらに研究して実 耐え忍び,戒 めを完全に守る者は,福 千年

一条の光が射すのを見るようでした。何か 践するならば,こ の世においては幸福を, でキリス トと共に平安のうちに過ごせるこ

温かいものが全身を包み,希 望が心の底か 来世では永遠の生命を得ることができ,天 とを証いたします。(い き･ま さのぶ1946

らわいてくるのです。明日は日曜日で,彼 父のみもとへ帰れることを知 りました。 年生まれ,高 崎東ワー ド部第二副監督)

らと駅で待ち合わせをして彼らの教会へ行 その翌 日が私のバプテスマの日となりま
ξ'ヒ

}

､

くのです。

日曜日,洗 足池のそばにある教会堂に初

した。 ア ロ ン神 権 を いた だ き,プ リ･イ ン

ス テ ィテ ユ ー トの教 師 に召 され,東 京 第2
､幽L勲 礎

･･暗
心'圭墨･

}ド ､

}
､㌔礪 綴醇h ㌧･三

､

めて入りました。神権会,日 曜学校 と出席

して,そ の後礼拝堂に入り,聖 餐会が始ま

ったそのとき,私 は全身に鳥肌が立ち,ぶ

ワー ド部(現 在の中野ワー ド部)で 福音を

教える機会にあずかりました。アロン神権

の教師の職にありながら,大 祭司や長老の

璽 欝し寮 一･･､

幽醗臨』鱈
一 皿

ゴ1
-､ゴ ご

賦 諮2'･
ハ:気ゲ

懸幽圏願圏臨

ド 囁

るぶると震えて何かに捕 らえられたよう 方々,ま た長く会員生活を送っておられる
羅糞_.一議

1

になり,涙 が止めどなく出てきました。私 方々の前に立つと,そ れだけで全身が震え,
1

はこのとき,長 く求めていた神の愛に接 し,

その胸に抱かれた思いでした。

それまでの私の人生は苦難の連続でした。

小学校3年 で父を交通事故で亡 くし,母 と

も別れ,親 戚にあずけられた少年時代。母,

姉,妹 と共に三畳一間のアパー トで過ごし

脂汗が出てきたことが,つ いこの間のこと

のように思い出されます。ましてやその生

徒の中に私の永遠の伴侶となる人がいるな

どとは知る由もありませんでした。

ひと月に2度,必 死 の思いで中野へと通
㌃

い,生 徒 とも次第に良い関係が築けるよう

一 一醗 騒.一

翻翻
ド}

庫

撚 囁糧; ｢'さ

ヒ
汎囁､

｢∴1
･
,

た中学時代。ノイローゼの連続だった高校 になりました。-生徒のひとりである山岸姉

時代。そしていろいろな本をあさり,真 理

を求めても得 られなかった苦悩の青年時代。

19歳 になり,希 望をまったくなくして死ぬ

ことしか考えられなかった絶望のとき,妹

が購読していた｢も のみの塔｣と いう雑誌

妹とも親 しくなり,年 齢がかなり離れてい

ても逢うたびに何か心が温かくなり,久 し

ぶりに故郷へ帰ったような懐 しい気持ちを

味わいました。

家に帰り深く考えました。山岸姉妹は私

福音ど'｣う
愛の祝福

で初めてキリストというお方について知っ よりも13年 も早 く地上に来て,い ろいろ

たのです。どんな本でも得 られなかった真 な経験 をしていた ことがわかりました。 仙台ステーキ部山形ワード部
理を見つけたような思いに駆られ,聖 書な

る書物に最後の望みを託して学んでみよう

考えを決めて祈 りました。バプテスマを受

けるときに三浦半島の民宿で祈ったときと
曽根原 洋

と決心し,そ の教会に入りました。しかし 同じように,心 からの確信を得 ました。

人格形成をするうえでの私の悩みは深く,

ギャップを感じるばかりでした。

翌 日プロポーズをして,彼 女の承諾を得

ました。さらにこの証を確かなものにする

い頃,ク リスマ スが近 づ い て く る

幼 と,亡 き父がよくこんな話をして

では,末 日聖徒の礼拝堂で感 じた強いシ ために,ふ たりで断食をして祈りました。 くれ ま し た。｢ク リスマ ス とい うの は た だ酒

ヨックは何なのでしょう。それまでの教会 私はこのとき,彼 女こそ最もふさわしい永 を飲んだり,ば か騒ぎをしたりするために

では得られなかった霊感でした。このとき 遠の/判呂であると,強 い答えを得ました。 あるのではなく,イ エス様が生まれたのを

私は,霊においてはっきりと,この教会が真 1973年6月16日,東 京 第2ワ ー ド部 で高 記念するすばらしい日なんだよ。｣そして

実であるとの強い証を得ました。それで十分 橋実監督の司式のもと,会 員の方々からの 神様について,聖 書について,幻 燈を使っ

でした。聖餐会の後 ある会員の方にバプテ 温かい祝福を受けて結婚式を挙げ,そ の年 て教えてくれました。ノアの箱舟の物語や,

スマを受けさせてくださいとお願いしまし の8月 にはハワイ神殿で結び固めの儀式も みどり児イエスについての話などが脳裏に

た。宣教師に紹介されレッスンが始まりま 受けることができました。その後しばらく 焼 きつ い て い ます 。

した。モルモン経や教義と聖約から驚嘆す すると,神 様は最も大きな祝福を我が家に 私には兄弟がたくさんおり,物 質的には

べき真理を学び,怖 いほどこの教会が真実 送ってくださいました。娘の誕生です。 決して恵まれていたとは言えない少年時代

16
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各 地 の た よ り

泣いていました。

こんな体験は生まれて初めてでした。こ

の世に生を受けてから3(鰍 年 というもの

何と無駄に過ごしてきたのか,ま た何 と自

分は高慢でくだらない人間だったのか思い

知らされたような気がしました。できるこ

となら生まれ変わって,き れいになって天

のお父様のところへ行 きたいと心の底から

思いました。

そのことを主人に話 したとき,主 人は涙

を流 して喜んでく礼 今度一緒にレッスン

を受けようと言ってくれました。

それから1カ 月半くらいしてから,私 た

ちは夫婦でバプテスマ(昨 年の11月24日)

に導かれ,末 日聖徒となりました。神を,

御子を,心 から愛し尊敬し,ま た信頼する

ようになりました。私たちは神に対し,隣

人に対し,い つも従順で謙遜であろうと決

心したのです。

私の家族の生活が,す べて変わりました。

一 窓服'一
内内 婁

難嚢舞 講醸

嘩響『難

の人生にとってこの証はとても大

切な1ペ ージとなるものです。な

ものの見方や考え方,価 値観 夫婦として

親子として,本 当に変わりました。家庭の

中には明るい灯がともり,笑 いが戻 って小

さな天国のようになりました。私たちがい

つどこにいても,何 をしていても,み たま

の見守りがありますので,心 にはいつも安

らぎがあります。

ここまで私たちを導き救ってくださった

日光長老とジェンタ長老に心から感謝いた

します。

この末日聖徒イエス･キ リス ト教会が,

神 からの啓示を受けて回復された,唯 一真

実の教会であることを証します。真理はひ

とつしかありません。

私たちはこの教会に真理を見いだすこと

ができ,神 様から何 より貴い祝福をいただ

いたと思っております。このすばらしい福

音を子供たちにもしっかりと伝えていきた

いと思います。(そねはら･か ずこ1949年

生 まれ,山 形ワード部扶助協会書記)

鋼
畿

喉

繋

繍

●日々の恵み●

バラー ド長老の

｢伝道｣の 目標を

実行して得た証

大阪北ステーキ部

茨木ワード部

私
ぜなら,教 会員となって今 日ほど確かな証

を得たことがなかったからです。

最近になって教会の書物をよく読むよう

になり(以 前はあまり読んでいませんでし

た),今 年の年間目標を知 りました。それは

『伝道』です
。｢聖徒の道｣の1月 号 に記さ

れたM･ラ ッセル･バ ラー ド長老の言葉が

強く印象に残りました。

｢近い将来に特定の日を定め,そ の日ま

でにだれかを福音の教えを聞くことができ

るように備えさせるのです。……いつか教

会員になるなどとは思ってもみなかった人

の名前を思い起 こさせてくださるので

更山 多津子
(写真左)

す。｣

これを読んだとき,こ れはまさしく神様

が私 に望んでおられることであると感じま

した。そしてすぐさま断食と祈 りを始めま

した。

わずか2食 の断食でしたが,神 様は私の

祈りを聞き届けてくださいました。1月 に

｢聖徒の道｣を 読んでから
,そ の翌月には

福音を聞いてくれる友人を見いだすことが

できたのです。

私たちはごく自然に教会の話に入り,友

人は私の言葉に何ひとつ否定することもな

くこう言ったのです。｢私も教会に連れて行

ってください｣と。(え っP今 聞いたこと

は本当に本当P)と 一瞬自分の耳を疑いま

18

した。しかしながら,彼 女は平然としてな

おも言葉を続けました。｢日曜 日に遊びに行

ってもいいですかPそ して教会へも連れ

て行 ってくださいね。｣

それは真実でした。私の聞きまちがいで

も何でもありませんでした。彼女は,2月

の終わりから宣教師のレッスンを受け,4

月の終わり(4月28日)に はもうバプテス

マを受けたのです。

神様のみ言葉を聞いて,そ れを本当に実

践することができたなんて,私 にはまだ夢

を見ているかのように思えます。 しかしこ

のことを通 して,神 様が確かに生きておら

れ,絶 えず私たちを導いてくださっている

ことを真実真 已･から証できます。そして,

末 日聖徒イエス･キ リス ト教会が真実まこ

との教会であることを心から証 します。

またこれからも,ひ とりでも多くの人に

この福音を伝えるお手伝いがしたいと,心

から願 っています。(さ らやま･た つこ

1954年 生 まれ 茨木ワー ド部扶助協会書記

補助)

釧路地方部
帯広支部

渡辺 美枝子

羅

蟻
　　霧
}…舗

灘
龍

のプログラムは本当にすばらしい

主 ものです。系図探求もそのひとつ

ですが,以 前に今の家の4代 までの系図を

調べて神殿に提出し,自 分自身死者のため

の身代わりのバプテスマを受けておりまし

たのでもうこれで系図の責任が終わったと

ばかり思って安心しておりました。

しかし私の住んでいる地方部で今年系図

についての様々な集会があり,あ る姉妹が

系図は4代 で終わりではなく,そ の4代 が

終了したときから始まると証しておられま

した。私は彼女の証に心を打たれ,改 めて
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文化センターで何回かは開けることになり

ましたか,そ れ以外の安息日の集会場所が

なかなか見つかりませんでした。

しかし幸いにも教会から100メ ー トルほ

としか離れていない所に,主 は聖徒らの集

う場所を備えておいてくださったのてす。

自治会の公民館を使用させていたたけるこ

とになったのでした。分級こそできません

か,兄 弟,姉 妹共に1週 間交替て扶助協会

と神権会を開いたり,日 曜学校の時間は全

員て系図を調へたり,ち ょうと,寺 小屋の

ように床の上にカーペットを敷いて古めか

しい細長い座卓に座布団を敷き,聖 餐もみ

んな正座をしていただきました。

カシオトーン,聖 餐の道具,灯 油缶など

の3種 の神器を持って右往左往の集会てし

たが,初 期の教会員や宣教師のご苦労か少

し理解てきたような気がしました。このよ

うな2カ 月を過 こしてから完成した礼拝堂

へ入った聖徒たちの感動はひとかたならぬ

ものてあったと思います。11日 の引き渡 し

後たくさんの兄弟,姉 妹が,献 堂式に向け

て荷物の整理,大 掃除,ワ ックスかけと夜

遅くまで働いてくださいました。

中でも土曜 日の夜は来賓の井上龍一地区

代表までもが見かねて2階 の窓ふきを手伝

ってくださったり,初 等協会の子供たちか

手に手にヒニール袋を持ち,草 取 り,ご み

拾いをしているほほえましい場面 もありま

した。そしてとうとう土曜日の深夜,高 松

で最 も祝福 された美しい建物が完成 しまし

た。

4月14日 には,徳 島,丸 亀,坂 出の全会

員,ス テーキ部の役貝,お 世話になった建

◇ 敷地面積:

1276.91mｰ

◇ 建 築面積:

471.28m

◇ 延 床面積:

942.56m'

簑難 繊 驚 鍵鰹蓑;･難噛講 輪 灘..

●礼 拝 堂

築会社の役員の方々を交えて,祈 りの家,

学問の家,断 食の家 信仰の家として教会

堂を主にささけることができました。

5月24,25日 の2日 間にわたってオープ

ンハウスを行ないました。㍗ちらしを900枚,

はかきを300枚 ほと準備し,兄 弟たちか集

まって祈 り,ふ たりずつ,近 くの家々を訪

問しました。主の助けがあってほとんとの

家で決く迎えてくれました。また当日は,

た くさんの近所の子供が来てくれましたし,

土曜の夜のパーティーには近所の方々を交

えて楽 しい会が持てたことを感謝しており

ます。

後部の座席だけでも150名 かゆったり座

れる,と ても広い礼拝堂なのて,毎 週の

集会には空席が目立ちます。そして,主 が

これほとの集会所 を与えてくださったこと

に対して,私 たちはこの礼拝堂を人々で満

たしていく責任を感じております。ニーフ

ァイの言ったように｢主 が命じたもうこと

には,人 がそれを為 しとけるために前以て

ある方法が備えてあ｣る ことをよく知って

います。(1ニ ーファイ37)そ れゆえに

私たちは｢主 が命じたもうたことを行って

行｣な いたいと思います。(高松ワー ド部監

督･工 藤徳幸)

■編集室から

●心 に残 った 記 事 の感 想 文,各 地 の 話

題 や 行 事,｢日 々 の 恵 み｣コ ー ナ ー の

証,｢職 業 と信 仰 シ リー ス｣,カ ッ トな

と をお送 リくた さ い 。 口 月号掲 載 分 の

締切 は9月6日(必 着)で す 。 投稿 の

際 には必 す 連 絡先(電 話番 号)を 記 入

して くた さ い。

● あて 先'〒106東 京都 港 区 南麻 布5

-10-30末 日聖 徒 イエ ス･キ リス ト

教 会｢聖 徒 の道｣編 集室 容03-440-

2351(代)

■渋谷ブックセンターから

新刊
｢福音の標準教授法｣

A4変 形 り42頁400円

従来の｢家 族のための末道

者標準教育法｣の 改訂版。

専任宣教師,ス テーキ部宣

教師,地方部宣教師,七 十人そのほか伝道関係者用。

この資料は今年一杯全世界の伝道部て使用さ'れた

後再度検討か加えられ,来 年4月 に最終版(英 語)

完成の予定。
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